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 今回対象にしたtransabdominal preperitoneal（TAPP）inguinal hernia repair はヘルニア
門を直接確認し、腹膜前腔にメッシュを挿入する優れた術式であるが、 その独特な手技
および難解な鼠径部膜構造が習得を困難にする理由とされている。その結果実地臨床で
は高い再発率が問題視されており、単純な手技トレーニングのみではTAPP inguinal 
hernia repairに必要で適切な手術教育を受けることは事実上不可能であることを示唆して
いる。TAPP inguinal hernia repair の手技が安定するためには、  
 50～100 例程度の手術経験が必要とされているが、実際の手術のみで症例数を充足させ
るにはかなり長期間の修練を要し、 かつ修練医がOn‐the‐Job Training（OJT）のみで手
術手技を獲得するには安全面からも推奨されない。適切な手術教育を行うにはシミュ
レーショントレーニングが有用である。 
 本研究では、3Dプリンターを用いて作成した腹腔シミュレータと、鼠径部解剖を模し
たヘルニアモデルを合わせて構築したシミュレーショントレーニングシステムで実施し
た。腹腔シミュレータはBMI 18.5以上25.0未満の日本人成人体幹部および気腹下腹壁形状
を再現した。ヘルニアモデルは、一般的に入手可能な様々な素材を用い、鼠径部解剖構
造を忠実に作成した。シミュレータは通常の手術で使用する手術機器を用い、TAPP 
inguinal hernia repairで必要とされるすべての手技が施行しうる設計とした。手術経験の
異なる外科医15人がシミュレーションを行い、TAPP inguinal hernia repairに特化したシ
ミュレーショントレーニングシステムを用いた外科修練医トレーニングの有用性に関し5-
point Likert scaleで評価した。すべての研究は人を対象とする医学系研究に関する倫理指
針に則って施行された。 
 すべての参加者は、TAPP inguinal hernia repairの術前トレーニング（中央値5）と術前
教育（中央値5）において、シミュレーショントレーニングの有用性に強く同意した。シ
ミュレータを用いたトレーニングは手術未経験者だけでなく、手術熟練者にとっても有
用であり（中央値4）、レジデントカリキュラムへの導入を考慮すべきと考えられた（中
央値5）。 
 本研究により、シミュレータを用いた術前トレーニングは手術未経験者だけでなく、
手術熟練者にとっても有用であり、外科修練医プログラムへの導入も考慮すべきである
と考えられた。 
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